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多摩同胞会のホームページでは、
ブログを毎日更新しています。
http://www.tama-dhk.or.jp/
をぜひご覧下さい！

◆ 新連載
　　社会福祉を考える１

◆ 新任職員紹介

◆ 施設だより
　　「私の夢は…」
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今も昔もこれからも　私たちは家族を支援します

泉苑
・特別養護老人ホーム信愛泉苑
・高齢者在宅サービスセンター

泉苑ケアセンター
緑苑
・養護老人ホーム信愛寮
・特別養護老人ホーム信愛緑苑
あさひ苑
・府中市立特別養護老人ホームあさひ苑
・府中市立あさひ苑

高齢者在宅サービスセンター
・府中市高齢者住宅うらら多磨

神田事業所
・特別養護老人ホームかんだ連雀
・かんだ連雀高齢者
　　　　　　　在宅サービスセンター
・千代田区立岩本町ほほえみプラザ
・千代田区立かがやきプラザ
　　　　　　　　　　　相談センター
児童福祉
・子ども家庭支援センターしらとり
・母子生活支援施設白鳥寮
・母子生活支援施設網代ホームきずな
・府中市子ども家庭支援センターたっち

ぬいぐるみに囲まれてご機嫌♪えくぼがとってもキュートでしょ？（しらとり）
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　は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
年
１
月
に
、
札
幌
市
の
無
料
低
額
宿
泊
施
設
（
制
度
的
に
は
宿
所
提
供
施
設
、
新

聞
報
道
で
は
「
自
立
支
援
施
設
」
と
）・
ア
パ
ー
ト
の
火
事
が
あ
り
、
主
に
高
齢
者
、

11
名
が
命
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
20
年
以
降
、
こ
う
し
た
低
額
ア
パ
ー
ト
の
火
事
が

相
次
ぎ
、
多
く
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
、
命
を
奪
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
多
く
が
、

木
賃
の
ア
パ
ー
ト
を
宿
所
提
供
施
設
と
し
て
使
っ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
う

し
た
事
故
を
受
け
て
、
厚
労
省
も
低
所
得
、
住
宅
確
保
困
難
者
へ
の
住
居
対
策
を
迫
ら

れ
、
生
活
保
護
法
を
改
正
し
て
、
宿
所
提
供
施
設
（
社
会
福
祉
法
第
２
条
第
３
項
に
定

め
る
施
設
で
、
無
料
低
額
宿
泊
施
設
と
呼
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
）
を
、「
日
常
生
活

支
援
施
設
」
と
す
る
方
針
を
定
め
ま
し
た
（
制
度
的
に
は
「
社
会
福
祉
住
居
施
設
」
と

す
る
よ
う
で
す
）。
こ
の
新
し
い
居
住
施
設
で
、
住
宅
確
保
困
難
な
低
所
得
の
高
齢
者
、

障
が
い
者
、
養
護
施
設
卒
園
者
な
ど
の
居
住
確
保
に
努
め
る
こ
と
に
し
た
よ
う
で
す
が
、

実
は
低
所
得
の
た
め
に
住
宅
確
保
困
難
な
人
の
社
会
的
施
設
と
し
て
、
生
活
保
護
法
に

定
め
る
「
宿
所
提
供
施
設
」
が
あ
り
（
名
称
は
同
じ
で
す
が
、
社
会
福
祉
法
２
条
規
定

の
宿
所
提
供
施
設
と
は
制
度
上
違
う
も
の
で
す
）、老
人
福
祉
法
で
は
「
養
護
老
人
ホ
ー

ム
」
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
、
こ

う
し
た
既
存
の
施
設
を
活
用
し
な
い
の
か
、
不
思
議
な
動
き
で
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
国
の
委
員
会
で
も
、
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
の
代
表
も
「
支
援
の

必
要
な
生
活
困
窮
者
が
い
る
の
に
、
空
床
の
あ
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
活
用
し
て
い
な

い
。」
と
、
指
摘
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
動
き
の
あ
る
中
で
、
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
も
住
居
確
保
の
困
難
な
方
々

へ
の
居
住
確
保
対
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ

か
ら
２
～
３
回
に
わ
た
っ
て
、
高
齢
者
の
居
住
問
題
と
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
役
割
な
ど

に
つ
い
て
、
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　１
　
高
齢
者
住
居
対
策
の
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
主
な
高
齢
者
の
住
居
対
策
は
、
表
１
、２
の
通
り
で
す
。
官
庁
資
料
と
し
て
出
て
い

る
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
国
は
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
も
「
住
ま
い
」
と
考
え
て
い

る
よ
う
で
す
（
別
の
機
会
に
ふ
れ
ま
す
が
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
北
欧
で
は
、老
人
ホ
ー

ム
を
含
め
て
、
施
設
系
も
「
特
別
の
住
居
」
と
位
置
づ
け
居
住
対
策
の
重
要
な
柱
と
考

え
て
い
ま
す
）。

　
表
１
に
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
も
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
含
め
て
あ
り
ま
し
た
が
、

要
介
護
者
へ
の
介
護
施
設
で
あ
る
関
係
か
ら
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
除
い
て
い
ま
す
。

　
表
２
で
は
、
国
が
考
え
て
い
る
「
高
齢
者
向
け
住
ま
い
」
の
他
に
、
現
に
居
住
確
保

困
難
者
の
施
設
と
し
て
の
宿
所
提
供
施
設
や
高
齢
者
向
け
の
日
常
生
活
支
援
機
能
を
最

も
早
い
時
期
か
ら
備
え
、
整
備
さ
れ
て
き
た
「
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
」
も
加
え
て
あ

り
ま
す
。
高
齢
者
向
け
の
住
居
を
す
べ
て
列
挙
す
る
と
、
驚
く
ほ
ど
多
様
で
す
が
、「
住

ま
い
」
の
内
容
は
、
住
宅
と
施
設
だ
と
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
整
備
数
は
、
図
１
の
通
り

平
成
27
年
で
約
１
５
０
万
戸
、
高
齢
者
人
口
の
４
％
超
に
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
向

け
住
宅
の
整
備
が
遅
い
の
で
す
が
、
施
設
は
特
養
中
心
に
相
当
の
増
加
が
見
ら
れ
ま
す
。

数
字
の
上
で
施
設
系
は
、
や
っ
と
欧
米
並
み
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
回
は
、
概
要
ま
で
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
、
２
回
ほ
ど
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

２
　�
高
齢
・
単
身
・
低
所
得
の
人
々
は
、
住
居
確
保
困
難
に
陥
り
や
す
い

－

格
差
社
会

の
社
会
問
題

－

３
　�

高
齢
者
の
居
住
（
住
宅
）
対
策
は
、
ど
う
変
わ
っ
て
き
た
の
か

４
　�

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
本
来
、
住
居
確
保
困
難
な
高
齢
者
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
で
は
な
か
っ
た
の
か

－

養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
め
ぐ
る
福
祉
政
策
の
変
質

－

５
　�

老
人
ホ
ー
ム
の
居
住
条
件
は
、ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
、ど
の
よ
う
な
水
準
に
な
っ

て
い
る
の
か

６
　�

高
齢
者
の
居
住
（
住
宅
）
政
策
の
こ
れ
か
ら
の
課
題
を
考
え
る

社
会
福
祉
を
考
え
る
　～
高
齢
者
の
居
住
問
題
と
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　⑴
～

新
連
載

副
理
事
長

　小
笠
原

　祐
次
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表２　その他

（これらの住宅・施設が、高齢者向けの住居としてある）

表１　高齢者向け住まいの概要

公共賃貸住宅
(公営住宅、公団賃貸住宅等)

設
　
計

サ
ー
ビ
ス

生
活
支
援

高齢者向けの住宅
　手すり、緊急通報システム設置等

安否の　　緊急時の　　一時的な
確認　　　対応　　　　家事援助
　　　　　　　　　　　　　　　等

生活援助員の常駐に
よりサービス提供

高齢者
生活相談所等

福祉行政 住宅行政

デイ
サービス
センター

福祉施設との連携

派　遣

連　帯

600,000
566,600

190,100

422,612

185,512

93,712
64,313

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0
2000
平成12
‥年

’05
17

’10
22

’15
27

特別養護老人ホーム
（介護老人福祉施設）

人

認知症高齢者
グループホーム

サービス付き高齢者向け住宅

有料老人ホーム

経費老人ホーム 養護老人ホーム

宿所提供施設 宿所提供施設 シルバーハウジング

根拠法 生活保護法 社会福祉法 通　　知

基本的
性 格

要 保 護 者 の
宿 泊 施 設

低 所 得 者 の
宿泊提供施設

高 齢 者 の 居 住
の 安 定と安 全
配 慮 の 住 居

定 義

住居の無い要
保護者に住居
を提供する施
設

生 計 困 難 者
のために、無
料又は低額な
料 金 で 簡 易
住宅を貸した
り、宿泊を提
供する施設　

高齢者の在宅生
活を支援するため
の、住宅と福祉施
策を連携させた、
居住と福祉を増進
させるための住宅

利 用
で き る
介 護
保 険

（訪問、通所な
どの居宅サー
ビスが利用可
能？）

訪問、通所などの
居 宅 サ ービ ス

主 な
設置主体

地 方 自 治 体
社会福祉法人

限定なし（自治
体、社会福祉
法人、営利法
人、NPOなど）

地 方 自 治 体
住宅供給公社等

対象者
生 活 保 護 法

の
要 保 護 者

低所得の生計
困難者で、住
居の確保が困
難な者（住宅
確保困難者）

60 歳以上の高齢
者で、単身、高齢
夫婦、または単身、
障害者のみの夫婦
など

１人当り
面 積 3.3㎡以上 3.3㎡以上

（特に規定はないが、
サービス付高齢者
向け住宅の 25㎡
以上と考えられる）

養 護 老 人
ホ ー ム

軽 費 老 人
ホ ー ム

有 料 老 人
ホ ー ム

サ ー ビ ス 付 き
高齢者向け住宅

根拠法 老人福祉法
20条の４

社会福祉法
65条

老人福祉法
20条の６

老人福祉法
29条

高齢者住まい法
５条

基本的
性 格

環境的、経済
的に困窮した
高齢者の施設

低所得高齢者
のための住居

高 齢 者 の
ための住居

定 義

入居者を養護
し、その者が自
立した生活を営
み、社会的活
動に参加するた
めに必要な指導
および訓練その
他の援助を行う
ことを目的とする
施設

無料又は低額な
料金で食事の提
供その他日常生
活上必要な便宜
を供与することを
目的とする施設

①入浴、排せ
つ又は食事の
介護、②食事
の提供、③洗
濯、掃除等の
家事、④健康
管理、のいず
れかをする事
業を行う施設

状況把握サービ
ス、生活相談サー
ビス等の福祉サー
ビスを提供する住
宅

利 用
で き る
介 護
保 険

　　　　　・特定施設入居者生活介護
　　　　　・訪問介護、通所介護等の居宅サービス

主 な
設置主体

・地方公共団体
・社会福祉法人

・地方公共団体
・社会福祉法人
・�知事許可を　
受けた法人　

限定なし
（営利法人中心）

対象者

65 歳以上の者
であって、 環
境上および経
済的理由により
居宅において
養護を受けるこ
とが困難な者

身体機能の低下
等により自立した
生活を営むことに
ついて不安があ
ると認められる者
であって、家族
による援助を受
けることが困難な
60 歳以上の者

老人
※�老人福祉法
上、老人に
関する定義
がないため、
解釈におい
て社会通念
による。

次のいずれかに該
当する単身・夫婦
世帯
・60 歳以上の者
・�要介護／要支援
認定を受けてい
る60歳未満の者

１人当り
面 積 10.65㎡ 21.6㎡（単身）

31.9㎡（夫婦）等 13㎡（参考値） 25㎡など

資料：厚生労働省「社会保障審議会介護給付費分科会資料」（平成26年６月11日）

を一部改編（2017/2018『国民の福祉と介護の動向』厚生労働統計協会による）

資料：厚生労働省「全国介護保険・高齢者保健福祉担当課長会議資料」（平成 20 年３月）

を一部改変　（2017/2018『国民の福祉と介護の動向』による） 資料：国土交通省（平成 20 年版『高齢社会白書』の内閣府による）

（筆者作成）

図２　シルバーハウジングの概念図
（これらの住宅・施設が、
 高齢者向けの住居としてある）

図１　高齢者向け住まい・施設の定員数



看
護
（
准
看
護
師
）

藤
中
絵
理
子

　
音
楽
フ
ェ
ス
と
プ
ロ
野

球
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

看
護
（
看
護
師
）塩谷

ゆ
か
り

　
休
日
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
ダ
イ
エ
ッ
ト
。
目
指
せ

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
い
看

護
師
！

機
能
訓
練
指
導
員

（
作
業
療
法
士
）

中
村
　
　
亘

　
適
度
な
運
動
と
旨
い
酒

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

444

か
ん
だ
連
雀

事
務
局

し
ら
と
り

平成30年度の新入職員をご紹介します
　平成 29 年度の中途入職と平成 30 年度新規採用の計
28 名（うち新卒者６名）が新入職員基礎研修で集いまし
た。（平成 30 年３月 27 ～ 29 日、緑苑地域交流スペース）
３日間の研修では、法人理念、法人のあゆみ、キャリア
パス、就業規則、コンピュータの理解、リスクマネジメ
ントや介護スキル等を学びそれぞれの配属施設に巣立ち
ました。
　慣れない職場や仕事で頑張っている新任職員に、休日
はどのように過ごしてリフレッシュしているかを聞いて
みました。これからも、どうぞよろしくお願いします。

（所属、保有資格、氏名とともにご紹介します）

緑

　苑

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養

（
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）

加
藤
　
直

　
息
子
と
公
園
で
遊
ん
で

い
ま
す
。

看
護
（
看
護
師
）日向

　
恵
美

　
家
族
で
お
い
し
い
も
の

を
食
べ
に
行
っ
た
り
、
公

園
で
遊
ん
で
過
ご
し
ま
す
。

食
事
係
（
調
理
師
）

根
本
　
英
明

　
お
馬
さ
ん
の
新
聞
を
見

た
り
・
走
っ
て
い
る
と
こ

ろ
を
見
て
、
素
晴
ら
し
い

未
来
を
想
像
し
て
い
ま
す
。

事
務
局
　
本
部（

簿
記
３
級
）

田
中
　
理
恵

　
12
歳
の
愛
犬
、
チ
ワ
ワ

の
レ
オ
君
。
お
や
つ
と
お

散
歩
が
大
好
き
で
す
。
私

が
仕
事
の
日
は
、
お
留
守

番
を
し
て
く
れ
て
い
る
の

で
休
日
は
一
緒
に
カ
フ
ェ

に
行
っ
た
り
も
し
ま
す
。

事
務
局
　
あ
さ
ひ
苑

（
簿
記
２
級
）

玉
城
　
多
美
子

　
小
学
生
の
娘
た
ち
が
所

属
す
る
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
の
応
援
に
行
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
ま
で
は
長
女
が

キ
ー
パ
ー
で
し
た
が
、
今

年
は
次
女
が
キ
ー
パ
ー
に

な
る
予
定
で
す
。

学
童
（
保
育
士
）

菅
沼
　
由
香

　
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
が
好
き

な
の
で
、S

exy Z
one

の
ラ
イ
ブ
に
行
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。

支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
ろ
ば

（
社
会
福
祉
士
・

精
神
保
健
福
祉
士
）

金
本
百
合
香

　
関
ジ
ャ
ニ
∞
が
大
好

き
で
す
！
休
日
は
丸
山

君
の
お
っ
か
け
を
し
て

い
ま
す
。

5
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あ
さ
ひ
苑

泉

　苑

通
所
介
護

（
介
護
福
祉
士
・
社
会
福
祉
士
・

介
護
支
援
専
門
員
）

近
藤
　
雅
代

　
二
人
の
子
供
達
と
目
一
杯
遊
び
ま

す
。
色
々
な
成
長
に
驚
い
た
り
、
喜

ん
だ
り
と
一
日
が
あ
っ
と
い
う
間
に

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

食 

事 

係
（
調
理
師
）

田
中
　
　
允

　
寝
て
い
た
り
音
楽
を
聴
い
た
り
読

書
を
し
た
り
、
家
で
過
ご
す
こ
と
が

多
い
で
す
。
た
ま
に
デ
ィ
ズ
ニ
ー
に

遊
び
に
行
き
ま
す
。

地
域
デ
イ
（
初
任
者
研
修
修
了
）

鶴
野
真
由
美

　
寝
て
過
ご
す
事
が
多
い
で
す
。
休

日
明
け
が
、
一
番
元
気
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
（
介
護
福
祉
士
）

上
田
　
代
美

　
ホ
ッ
ト
ヨ
ガ
を
し
て
い
ま
す
。
身

体
が
ス
ッ
キ
リ
し
ま
す
。
友
達
と
ラ

ン
チ
し
な
が
ら
話
を
し
た
り
映
画
を

見
た
り
も
し
ま
す
。

特
養
ホ
ー
ム
２
階
（
介
護
福
祉
士
）

小
川
　
雄
輔

　
天
気
の
良
い
日
は
散
歩
し
ま
す
。

ま
た
映
画
鑑
賞
が
趣
味
で
Ｓ
Ｆ
が
好

き
で
す
。

特
養
ホ
ー
ム
３
階
（
介
護
福
祉
士
）

碓
井
　
博
貴

　
カ
ラ
オ
ケ
や
ボ
ー
リ
ン
グ
、
犬

の
散
歩
を
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
が
大
好
き
で
い
つ
も

熱
唱
し
て
い
ま
す
。

特
養
ホ
ー
ム
３
階
（
介
護
福
祉
士
）

鳥
居
　
洋
明

　
休
日
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
観
賞
を
し
て
過

ご
し
て
い
ま
す
。
大
好
き
な
仮
面

ラ
イ
ダ
ー
や
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
知

識
は
誰
に
も
負
け
ま
せ
ん
。

特
養
ホ
ー
ム
３
階（

臨
床
工
学
技
士
）

樋
口
　
航
也

　
休
日
は
買
い
物
を
し
て
過
ご
し

て
い
ま
す
。
特
に
洋
服
が
好
き
な

の
で
服
を
見
に
行
く
の
が
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
養
ホ
ー
ム
３
階

（
初
任
者
研
修
修
了
）

福
住
慎
太
郎

　
映
画
鑑
賞
や
料
理
を
し
て
過
ご

し
て
い
ま
す
。
白
身
魚
の
ア
ク
ア

パ
ッ
ツ
ア
が
得
意
料
理
で
良
く
作

り
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
介
護
福
祉
士
・
介
護
支
援
専
門
員
）

星
野
　
裕
一

　
休
日
は
買
い
物
や
運
動
を
し
て

過
ご
し
て
い
ま
す
。

看
　
護
（
看
護
師
）

吉
田
早
百
合

　
仕
事
の
日
に
あ
ま
り
出
来
な
い
主

婦
業
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

の
春
か
ら
畑
で
野
菜
を
育
て
始
め
ま

し
た
。
食
べ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

食 

事 

係
（
調
理
師
）

金
子
　
久
美

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
（
洋
服
や
雑
貨
、

日
用
品
な
ど
何
で
も
好
き
で
す
）
昼

寝
も
し
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
主
任
介
護
支
援
専
門
員
）

小
林
　
稚
恵

　
お
昼
寝
＆
デ
パ
地
下
・
道
の
駅
・

通
販
等
で
野
菜
を
買
っ
て
過
ご
し
ま

す
。

特
養
ホ
ー
ム
３
階（
介
護
福
祉
士
）

川
上
　
和
美

　
家
族
と
過
ご
す
の
が
休
日
の
決

ま
り
で
す
。
家
族
と
遊
び
に
行
っ

た
り
買
い
物
し
た
り
し
て
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す

食 

事 

係
（
栄
養
士
）中

村
　
諒
子

友
人
と
食
べ
歩
き
に
行
く
の
が
好

き
で
美
味
し
い
店
を
探
す
の
に
ハ

マ
っ
て
い
ま
す
。

食 

事 

係
（
調
理
師
）杉

山
　
友
菜

　
友
人
と
遊
ん
だ
り
し
て
過
ご
し

て
い
ま
す
。

食 

事 

係
（
調
理
師
）田

中
　
　
愛

　
ベ
ビ
ー
と
お
散
歩
し
た
り
食
べ

歩
き
を
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

き
ず
な

保
育
（
保
育
士
）

吉
原
　
美
波

　
一
人
旅
、
街
巡
り
。
鈍

行
列
車
で
ゆ
る
り
と
旅

す
る
の
が
好
き
で
す
！！
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い
い
湯
だ
な
♨

　
平
成
30
年
３
月
、
緑
苑
の
東
館
２
階
の
特
浴
室
と

介
助
浴
室
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
平
成
６
年

に
緑
苑
が
開
設
し
て
か
ら
24
年
間
、
ず
っ
と
稼
働
し

続
け
て
い
た
入
浴
の
設
備
も
、
さ
す
が
に
く
た
び
れ

て
き
て
し
ま
い
、
た
び
た
び
修
繕
を
し
な
が
ら
の
業

務
で
し
た
の
で
、
平
成
29
年
度
の
事
業
計
画
で
浴
室

全
体
の
見
直
し
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
浴
室
改
修
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
、
ど
の
よ
う
に
ご
利
用
者
に
安
心
し
て
楽
し

く
入
浴
し
て
い
た
だ
こ
う
か
、
そ
の
た
め
に
は
ど
ん

な
設
備
に
し
よ
う
か
、
ど
こ
の
メ
ー
カ
ー
の
ど
の
機

器
が
良
い
か
な
ど
を
日
々
打
ち
合
わ
せ
、
た
く
さ
ん

の
カ
タ
ロ
グ
を
集
め
て
み
ま
し
た
、

　
し
か
し
、
や
は
り
実
際
に
見
て
・
聞
い
て
・
動
か

し
て
み
な
い
こ
と
に
は
決
め
ら
れ
な
い
！
と
い
う
こ

と
で
、
大
手
３
メ
ー
カ
ー
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
チ
ー

ム
メ
ン
バ
ー
で
足
を
運
び
、
情
報
や
感
想
な
ど
を
持

ち
帰
り
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

　
時
間
も
か
か
り
、
苦
労
は
し
ま
し
た
が
現
状
の
緑

苑
の
特
養
ホ
ー
ム
に
最
適
と
思
わ
れ
る
設
備
に
決
定
。

３
月
早
々
に
着
工
し
、
約
２
週
間
で
完
成
し
ま
し
た
。

　
使
用
方
法
、
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
シ
ー
ト
の
研
修
を

行
い
、
３
月
末
か
ら
新
し
い
設
備
と
明
る
く
き
れ
い

に
な
っ
た
浴
室
で
の
入
浴
が
ス
タ
ー
ト
。
新
年
度
を

気
持
ち
よ
く
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
解
散
し
ま
し
た
が
、
目

の
前
の
壁
に
富
士
山
を
描
い
て
は
ど
う
か
な
ど
の
提

案
も
あ
り
、
さ
ら
に
快
適
に
そ
し
て
安
全
に
皆
さ
ま

が
お
風
呂
に
入
れ
る
よ
う
に
取
り
組
み
は
続
い
て
い

ま
す
。

緑
苑
特
養
主
任
　
坂
本
芳
雄

　
実
り
多
い
第
１
回
家
族
支
援
情
報
交
換
会

　
平
成
30
年
３
月
９
日
（
金
）、
緑
苑
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
「
第
１
回
家
族

支
援
情
報
交
換
会
～
生
活
を
支
援
す
る
と
い
う
こ
と
～
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
、
会
を
企
画
し
た
私
た
ち
の
意
図
を
遙
か
に
超
え
た
と
て
も
有
意
義
な
時
間

と
空
間
が
出
現
し
ま
し
た
。

　
一
昨
年
、
法
人
は
設
立
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
ル
ミ
エ
ー
ル
府
中
で
開
催
し
た

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で
、
母
子
・
高
齢
及
び
そ
の
ご
家
族
を
支
援
し
て
き
た
法

人
の
歩
み
は
、
改
め
て
行
政
や
地
域
の
方
々
と
と
も
に
歩
ん
だ
歴
史
で
あ
る
こ
と
を

再
確
認
し
、
今
後
さ
ら
に
そ
の
繋
が
り
を
何
ら
か
の
形
に
し
て
広
げ
て
い
く
こ
と
が
、

私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
法
人
内
の
高
齢
支
援
セ
ン
タ
ー
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
は
、
情
報

交
換
や
研
修
を
２
年
前
か
ら
始
め
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
さ
ら
に
、
地
域
支
援
で
連

携
し
て
い
る
民
生
委
員
の
皆
さ
ん
や
府
中
市
、
府
中
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
方
々
を

交
え
て
、｢

生
活
を
支
え
る｣

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
事
例
を
通
し
た
情
報
交
換
会
を

企
画
し
ま
し
た
。

　
開
催
案
内
を
送
付
し
た
も
の
の
、「
本
当
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ
ろ
う
か
？
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
は
話
が
弾
む
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
心
配
の

種
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
当
日
40
名
を
超
え
る

参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
席
に
着
座
し
た
と
き
に
は
、

私
達
が
求
め
て
い
た
繋
が
り
が
大
き
な
輪
と
な
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
出
さ
れ
た
、
生
活

困
窮
、
児
童
虐
待
、
８
０
５
０
老
障
介
護
、
ひ
き
こ

も
り
、
支
援
拒
否
な
ど
課
題
は
山
積
み
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
、「
家
族
を
支
援
す
る
」｢

生
活
を
支
え
る｣

と
い
う
命
題
の
下
で
繋
が
る
私
達
に
は
明
る
い
春
の

訪
れ
を
感
ず
る
こ
と
も
で
き
た
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
あ
く
ま
で
「
第
１
回
」
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
で
す
。

気
を
引
き
締
め
て
今
日
か
ら
「
第
２
回
」
の
準
備
を

始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
府
中
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
さ
ひ
苑

セ
ン
タ
ー
長
　
清
野
哲
男
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子
ど
も
も
高
齢
者
も
い
ろ
い
ろ
な
夢
を
も
っ
て
い
ま
す
。

一
人
一
人
の
夢
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
、
心
が
ほ
っ
こ
り
し

ま
す
。
み
ん
な
の
夢
が
か
な
い
ま
す
よ
う
に
。

私
の
夢
は
…
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最
後
の
夢
の
お
手
伝
い

お
お
き
く
な
っ
た
ら

な
に
に
な
る
？

たっち

泉　苑

　「
お
お
き
く
な
っ
た
ら
な
に
に
な
る
」
と
い
う
手
遊
び
う
た
を
ご
存
じ
で
す
か
？
こ
の

手
遊
び
は
、
ま
ず
一
本
指
で
チ
ク
チ
ク
と
注
射
を
打
つ
「
お
医
者
さ
ん
」
に
、
二
本
指
で

は
チ
ョ
キ
チ
ョ
キ
と
髪
を
切
る
「
床
屋
さ
ん
」
に
。
続
い
て
「
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
」「
お
巡

り
さ
ん
」「
お
相
撲
さ
ん
」
と
、
ど
ん
ど
ん
変
身
が
で
き
る
楽
し
い
お
歌
で
す
。

　
保
育
室
を
利
用
す
る
子
ど
も
達
に
大
き
く
な
っ
た
ら
何
に
な
り
た
い
か
聞
い
て
み
る
と
、

最
も
多
か
っ
た
の
は
ラ
イ
ダ
ー
戦
士
と
プ
リ
ン
セ
ス
で
し
た
。
苦
手
な
お
野
菜
も
、
憧
れ

の
ラ
イ
ダ
ー
戦
士
の
お
弁
当
セ
ッ
ト
な
ら
「
も
う
一
口
!
」
と
大
き
な
お
口
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
が
で
き
ま
す
。「
僕
も
み
ん
な
を
守
っ
て
あ
げ
る
の
。」
と
三
歳
な
が
ら
に
、
既
に
優
し

い
強
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
お
子
さ
ん
も
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
で
、「
赤
ち
ゃ
ん
。」
と
答
え
た
A
君
。
続
け
て
、「
ま
た
ご
は
ん
あ
ー
ん
し

て
も
ら
う
の
。」
と
。
思
い
返
す
と
こ
の
日
も
自
分
で
力
強
く
フ
ォ
ー
ク
を
握
っ
て
お
弁

当
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
日
に
日
に
目
に
見
え
て
身
体
が
大
き
く
な
っ
て
行
く

子
ど
も
達
。
心
も
伴
っ
て
ひ
と
り
で
に
成
長
し
て
い
る

の
で
は
無
く
、
そ
こ
に
は
子
ど
も
達
の
葛
藤
や
頑
張
り

が
必
ず
あ
っ
て
…
。
そ
ん
な
気
持
ち
も
受
け
止
め
な
が

ら
一
緒
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
強
く
感
じ
ま
す
。

　
遊
び
の
中
で
何
に
で
も
な
れ
る
子
ど
も
達
。
ど
ん
ど

ん
色
ん
な
人
や
世
界
に
触
れ
、
沢
山
の
夢
に
出
会
い
な

が
ら
成
長
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
う
暖
か
い
春

の
一
日
で
し
た
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育
担
当
（
保
育
士
）
長
谷
川
朝
生

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
終
の
住
処
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
施
設
で
最
期
を

迎
え
る
ご
利
用
者
は
一
年
間
に
約
十
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
一
人
一
人
の
命
と
向
き
合

う
の
は
私
達
看
護
師
の
使
命
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
ガ
ン
に
侵
さ
れ
、
痛
み
と
戦
い
な
が
ら
も
泉
苑
で
過
ご
し
た
い
と
話
し
て
く

れ
た
一
人
の
ご
利
用
者
が
い
ま
し
た
。
泉
苑
で
職
員
や
家
族
と
過
ご
し
た
い
と
思
う
こ
と

が
、
そ
の
ご
利
用
者
の
夢
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

　
泉
苑
で
初
め
て
ご
利
用
者
の
最
期
を

見
届
け
た
時
、
感
動
し
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
温
か
い
雰
囲
気

の
中
で
、
人
の
気
配
を
感
じ
な
が
ら
生

活
の
中
で
自
然
に
息
を
引
き
取
る
姿
。
天

寿
を
全
う
し
た
命
は
悲
し
み
で
は
な
く
、

祝
福
で
送
る
命
で
し
た
。

　
ご
利
用
者
の
皆
様
に
は
ご
家
族
を
含

め
、
ど
の
よ
う
な
人
生
を
送
ら
れ
て
き

た
か
話
を
伺
い
ま
す
。
人
に
は
そ
れ
ぞ

れ
人
生
ド
ラ
マ
が
あ
り
、
そ
の
終
焉
に

立
ち
会
え
る
こ
の
仕
事
に
私
は
誇
り
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
誰
も
が
、
自
分
の
人
生
の
最
期
は
穏
や
か
に
終
わ
り
た
い
と
願
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
が
施
設
ス
タ
ッ
フ
の
醍
醐
味
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

そ
の
方
ら
し
い
人
生
を
過
ご
し
て
頂
け
る
、
そ
れ
こ
そ
が
私
達
の
仕
事
で
あ
り
夢
だ
と
感

じ
ま
す
。

看
護
係
長
（
看
護
師
）
榮
由
美
子
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連 雀

あさひ苑

しらとり

花
の
あ
る暮

ら
し

た
く
さ
ん
の

芽
を
育
て
た
い

こ
ど
も
の
ゆ
め
と

お
母
さ
ん
の
夢

　
特
養
ホ
ー
ム
で
は
ご
利
用
者
の
希
望
に
よ
り
書
道
、
活

け
花
、
物
作
り
な
ど
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
月
に
何
度
か
行
っ

て
い
ま
す
。
Ｍ
さ
ん
は
活
け
花
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い
て
、

特
養
ホ
ー
ム
に
入
所
さ
れ
る
ま
で
ご
自
宅
の
庭
の
植
物
や

花
の
お
世
話
を
さ
れ
て
き
た
方
で
お
花
が
と
て
も
好
き
で

す
。「
私
は
枯
れ
そ
う
に
な
っ
た
植
物
を
復
活
さ
せ
る
の
が

得
意
だ
よ
」
と
良
く
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ブ
活
動
の
時
は
選
べ
る
よ
う
に
色
と
り
ど
り
の
お

花
を
用
意
す
る
の
で
す
が
「
き
れ
い
だ
ね
、
最
高
だ
よ
」

と
言
わ
れ
選
ん
だ
花
を
と
て
も
愛
し
そ
う
に
眺
め
な
が
ら

花
瓶
に
さ
し
て
い
ま
す
。

　
私
も
こ
こ
数
年
の
間
に
家
々
の
庭
先
の
花
を
見
て
季
節

感
じ
、
桜
、
バ
ラ
、
あ
じ
さ
い
が
満
開
だ
と
聞
く
と
花
を

見
に
行
く
の
が
と
て
も
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
Ｍ
さ
ん
と

お
話
し
を
し
な
が
ら
花
の
あ
る
暮
ら
し
に
あ
こ
が
れ
る
よ

う
に
な
り
、
い
つ

か
小
さ
な
庭
で
花

を
育
て
ご
利
用
者

と
眺
め
て
楽
し
む

こ
と
が
今
の
私
の

夢
で
す
。

ホ
ー
ム
主
任

（
介
護
福
祉
士
）

五
十
嵐
敬
子

　
季
節
の
移
り
変
わ
り
が
早
く
感
じ
る
よ
う
な
歳
に
な
り
、

自
分
の
体
と
上
手
に
付
き
合
う
た
め
に
、運
動
が
い
い
か
サ

プ
リ
メ
ン
ト
い
い
か
な
ん
て
悩
ん
だ
り
す
る
毎
日
で
す
。ホ

ー
ム
の
お
年
寄
り
の
元
気
な
姿
を
感
心
し
て
見
な
が
ら
、お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
介
護
の
仕

事
は
、人
材
の
確
保

が
急
務
で
あ
り
、育

成
や
定
着
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。昨
年

度
法
人
内
で「
働
き

方
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」が
結
成
さ
れ
、私

は
１２
人
の
メ
ン
バ
ー

の
一
人
と
な
り
ま
し

た
。メ
ン
バ
ー
は
介

護
職
、相
談
員
、栄
養

士
、保
育
士
、事
務
職
と
様
々
な
職
種
で
、経
験
も
就
職
１
年

目
の
方
か
ら
２０
年
以
上
と
い
う
方
ま
で
い
ま
し
た
。異
な
る

立
場
の
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
現
状
の
課
題
と
改
善
案
を
出
し

ま
し
た
。法
人
運
営
会
議
等
で
早
速
検
討
し
て
い
た
だ
き
、

前
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
特
養
ホ
ー
ム
の
主
任
で
あ
る
私
の
夢
は
、介
護
職
員
と
し

て
の
楽
し
み
を
見
出
す
事
が
出
来
る
人
材
を
沢
山
育
て
る

こ
と
で
す
。日
々
の
業
務
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
す
が
、少
し

ず
つ
努
力
し
て
夢
を
叶
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
主
任
（
介
護
福
祉
士
）
斗
光
綾
子

　
白
鳥
寮
に
入
居
し
て
い
る
小
学
５
年
生
の
Ｋ
ち
ゃ
ん
に

聞
い
て
み
ま
し
た
。「
将
来
の
ゆ
め
っ
て
な
に
？
」

　
返
っ
て
き
た
の
は「
急
に
な
ん
で
？
夢
な
ん
て
な
い
よ
」

と
冷
た
い
答
え
で
し
た
。
ち
ょ
っ
と
あ
き
ら
め
そ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
め
げ
ず
に
聞
く
と

　「
将
来
は
漫
画
と
か
絵
を
書
き
た
い
」
と
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
お
母
さ
ん
の
夢
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
Ｋ
ち
ゃ
ん
に

聞
く
と
「
わ
か
ん
な
い
」
と
い
う
答
え
で
し
た
の
で
、
直

接
お
母
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　「
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
に
な
り
た
か
っ
た
ん
で
す
」

と
い
う
答
え
。
私
も
驚
き
ま
し
た
が
、
何
よ
り
Ｋ
ち
ゃ
ん

が
「
え
ー
そ
う
だ
っ
た
の
、
知
ら
な
か
っ
た
！
」
と
驚
い

て
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
に
も
小
さ
い
頃
の
夢
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
て
、
自
分
が
ご
利
用
者
の
人
生
の
1
ペ
ー
ジ

に
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。
白
鳥
寮

で
過
ご
す
経
験
が

子
ど
も
た
ち
の
ゆ

め
に
つ
な
が
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

少
年
指
導
員

（
社
会
福
祉
主
事
）

宮
田
貴
之

季刊しんあい106 号（平成30年６月 20 日発行）

きずな

岩本町

な
り
た
か
っ
た

も
の

緑 苑
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と
あ
る
昼
下
が
り

サ
ッ
カ
ー
選
手

に
な
り
た
い

　
先
日
利
用
者
の
Ｗ
さ
ん
と
、
夢
に
つ
い
て
お
話
を
し
た

時
の
こ
と
で
す
。

「
夢
ね
え
、
子
供
の

頃
に
な
り
た
か
っ

た
も
の
だ
っ
た
ら
、

昔
か
ら
書
を
書
く

の
が
好
き
だ
っ
た

か
ら
書
道
家
な
ん

か
よ
か
っ
た
よ
ね
。

小
さ
い
頃
は
習
字

の
時
間
が
楽
し
み

だ
っ
た
よ
、
○
○
先

生
の
授
業
を
思
い

出
す
よ
。」
と
笑
顔

で
答
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
今
で
も
書
道
が
お
好
き
で
達
者
な
Ｗ
さ
ん
、
昔
か
ら
好

き
な
も
の
は
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
す
。
現
在
の
様
に
や
り

た
い
こ
と
が
で
き
る
時
代
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
夢
を
叶

え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
す
が
、
こ
れ
だ
け
齢
を
重

ね
て
も
尚
好
き
な
こ
と
を
楽
し
め
る
の
は
素
晴
ら
し
い
で

す
ね
。

　
私
の
小
さ
い
頃
の
夢
は
い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
か
？
今

は
は
っ
き
り
と
は
思
い
出
せ
ま
せ
ん
。
で
も
こ
れ
か
ら
は
、

少
し
で
も
多
く
の
方
が
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
に
お
手
伝
い

を
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
福
祉
士
）
松
本
幸
二
郎

　
将
来
の
夢
と
は
自
分
の
可
能
性
を
広
げ
る
と
て
も
素
敵

な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
の
小
学
生
は
ど
の
よ
う
な

夢
を
持
っ
て
い
る
の
か
興
味
深
く
、
小
学
4
年
生
の
つ
ば

さ
君
（
仮
名
）
に
話
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　「
僕
は
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い
」

　
理
由
を
尋
ね
る
と
、「
み
ん
な
の
人
気
者
に
な
り
た
い
ん

だ
。
選
手
に
な
っ
た
ら
世
界
で
活
躍
し
て
、
試
合
で
優
勝

す
る
。
優
勝
し
た
ら
お
金
持
ち
に
な
れ
る
し
、
き
れ
い
な

ト
ロ
フ
ィ
ー
も
ら
え
る
で
し
ょ
。」
と
、
ど
ん
ど
ん
夢
が
膨

ら
ん
で
い
き
ま
す
。

　
お
金
持
ち
に
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
？
と
聞
く
と
、

　「
家
族
の
欲
し
い
も
の
を
買
っ
て
あ
げ
る
ん
だ
。
優
勝
し

た
後
は
コ
ー
チ
に
な
っ
て
、
子
ど
も
達
に
す
ご
い
！
と
言

わ
れ
た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　「
人
気
者
に
な
り
た
い
」
そ
の
意
思
を
強
く
感
じ
、
ど
の

道
に
進
ん
で
も
叶

え
て
ほ
し
い
夢
だ

な
、
と
思
い
、
心

が
温
ま
り
ま
し
た
。

少
年
指
導
員

（
社
会
福
祉
主
事
）

中
村
綾
花

　
い
つ
も
は
部
屋
で
昼
寝
を
し
て
い
る
Ｙ
さ
ん
。
め
ず
ら

し
く
窓
際
で
外
を
眺
め
て
い
る
の
で
声
を
か
け
る
と
、「
ち

ょ
っ
と
外
へ
出
て
も
良
い
？
気
持
ち
よ
さ
そ
う
だ
か
ら
」

と
い
う
の
で
花
壇
の
前
へ
。
そ
こ
で
、
入
所
前
の
話
な
ど

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「
す
ご
く
苦

労
し
た
の
よ
。

だ
か
ら
、
緑
苑

に
入
れ
た
だ
け

で
幸
せ
。
食
べ

も
の
に
も
苦
労

し
た
の
よ
。
だ

か
ら
食
事
ま
で

出
し
て
く
れ
る

な
ん
て
夢
の
よ

う
だ
わ
」
と
神

妙
に
聞
い
て
い

る
と
、「
も
し

か
し
て
夢
？
」

と
突
然
私
の
腕
を
つ
ね
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
痛
い
！
」
と
言
う
と
「
痛
い
か
ら
夢
じ
ゃ
な
い
」「
い

や
い
や
痛
い
の
は
私
の
方
で
す
！
つ
ね
っ
て
い
る
の
は
Ｙ

さ
ん
で
し
ょ
」
と
何
だ
か
コ
ン
ト
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
今
度
は
近
所
の
公
園
に
ま
で
一
緒
に
散
歩
に
行
き
ま
し

ょ
う
ね
。

養
護
相
談
員
（
社
会
福
祉
士
）
大
日
向
龍



　
引
越
し
を
し
て
間
も
な
い
の
で
休

日
は
家
具
や
家
電
を
見
に
行
っ
て
い

ま
す
。
休
日
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
過

ご
せ
る
よ
う
な
部
屋
を
作
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

（
あ
さ
ひ
苑
　
Ｙ
Ｍ
）

　
運
動
不
足
解
消
に
多
摩
川
土
手
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
近
場
の
日
帰
り
温

泉
巡
り
で
す
。
ゆ
っ
く
り
湯
船
に
浸

か
り
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。

（
あ
さ
ひ
苑
　
髙
野
幸
枝
）

　
多
摩
川
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
で
す
。
試
合
に
勝
つ
こ
と
が

家
族
サ
ー
ビ
ス
で
す
？

（
緑
苑
　
大
日
向
龍
）

　
府
中
駅
周
辺
を
ふ
ら
つ
く
こ
と
が

多
い
で
す
。
買
い
物
、
映
画
鑑
賞
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
等
々
自
分
へ
の
癒
し
の

時
間
を
作
っ
て
い
ま
す
。

（
泉
苑
　
開
田
圭
一
）

　
午
前
中
は
新
鮮
な
野
菜
を
求
め
て

農
協
め
ぐ
り
を
楽
し
み
、
午
後
か
ら

は
お
か
ず
を
沢
山
作
り
置
き
し
て
休

日
が
終
わ
り
ま
す
。

（
泉
苑
　
南
　
佳
代
）

　
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
子
供
達

と
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
ま
す
。
勝
た

せ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
が
中
々

難
し
い
…

 

（
か
ん
だ
連
雀
　
粟
沢
尚
広
）

　
家
族
で
近
く
の
子
供
動
物
園
に
行

き
、
ヤ
ギ
や
羊
に
人
参
を
あ
げ
て
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

（
岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

松
本
幸
二
郎
）

　
い
つ
か
嵐
の
大
野
君
と
同
じ
ス
テ

ー
ジ
に
立
つ
こ
と
を
夢
見
て
ダ
ン
ス

の
レ
ッ
ス
ン
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ジ

ャ
ズ
ダ
ン
ス
や
バ
レ
エ
が
主
で
す
。

（
し
ら
と
り
　
吉
田
智
咲
）

　
一
駅
手
前
で
降
車
し
て
の
ん
び
り

お
散
歩
し
な
が
ら
お
い
し
い
も
の
を

目
指
し
て
ち
ょ
っ
ぴ
り
遠
出
す
る
の

が
楽
し
み
で
す
。

（
た
っ
ち
　
長
谷
川
朝
生
）

　
お
で
か
け
も
大
好
き
な
の
で
す
が
、

最
近
は
家
を
ピ
カ
ピ
カ
に
掃
除
し
て

満
足
感
と
ス
ッ
キ
リ
感
を
味
わ
う
こ

と
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

（
き
ず
な
　
山
田
恵
未
）

　
休
日
は
母
親
業
と
主
婦
業
に
切
り

替
え
て
、
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
過

ご
し
、
洗
濯
や
片
付
け
、
常
備
菜
作

り
に
励
み
ま
す
。
隙
間
時
間
は
読
書

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
す
。

（
事
務
局
　
青
木
志
乃
）

　
水
泳
、
ヨ
ガ
、
写
経
そ
し
て
ポ
ケ

Ｇ
Ｏ
で
、
頭
の
中
を
か
ら
っ
ぽ
に
す

る
時
間
を
持
ち
、
一
人
デ
ィ
ズ
ニ
ー

で
ぶ
ら
ぶ
ら
お
散
歩
と
孫
へ
の
お
土

産
を
買
っ
て
楽
し
み
ま
す
。

（
編
集
長
　
上
野
廣
美
）

　
泉
苑
の
ご
利
用
者
に
「
楽
し
み
」
の

時
間
を
提
供
し
て
下
さ
る
と
て
も
頼
も

し
い
存
在
の
「
友
愛
会
」。
主
に
木
曜

日
の
午
後
が
活
動
日
で
す
。

　
折
り
紙
や
ち
ぎ
り
絵
、
塗
り
絵
等
の

手
作
業
。
ゲ
ー
ム
や
歌
の
グ
ル
ー
プ
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
時
に
ア
ロ
マ
オ
イ

ル
を
使
用
し
て
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
お
散

歩
を
含
む
外
出
活
動
ま
で
、
ご
利
用
者

の
生
活
の
潤
い
、
笑
顔
の
為
に
幅
広
い

活
動
を
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
木
曜

日
の
活
動
以
外
で
も
、
夏
季
・
冬
季
衣

料
品
販
売
当
日
に
ご
利
用
者
の
買
い
物

援
助
や
衣
類
名
前
付
け
な
ど
、
職
員
の

サ
ポ
ー
ト
も
頂
い
て
い
ま
す
。

　
泉
苑
で
の
活
動
の
歴
史
は
昭
和
54
年

か
で
、
な
ん
と
今
年
で
39
年
と
な
り
ま

す
。
職
員
よ
り
も
長
く
、
社
会
福
祉
に

た
ず
さ
わ
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
で
す
か

ら
、
活
動
中
の
何
気
な
い
会
話
が
職
員

の
学
び
と
な
り
ま
す
。

　
ご
利
用
者
や
職
員
と
も
ど
も
本
当
に

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
「
友
愛

会
」
さ
ん
。「
友
愛
会
」
と
の
長
年
の

付
き
合
い
が
泉
苑
の
誇
り
で
す
。

（
ホ
ー
ム
係
長
　
丸
山
裕
介
）

友
愛
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

～
　
泉
　
苑
　
～

青
木
晃
子
　
青
野
ま
り
　
赤
田
美
恵
子
　
赤
林
好
子
　
朝
倉
啓
子

　
浅
見
ス
ジ
子
　
荒
井
迪
子
　
荒
波
智
子
　
有
本
陽
子
　
飯
田
と

志
子
　
囲
碁
を
楽
し
む
会
　
石
井
久
子
　
石
井
宏
　
石
坂
ト
メ
ヨ

　
石
野
美
代
子
　
市
川
ア
イ
子
　
市
川
知
子
　
井
出
直
子
　
井
出

睦
子
　
井
上
智
美
　
井
上
摩
利
子
　
岩
崎
順
　
上
野
恒
章
　
上
野

時
子
　
魚
川
桂
子
　
内
保
三
重
子
　
内
堀
美
喜
　
内
村
真
理
　
梅

原
薫
　
梅
原
光
洋
　
卜
部
和
子
　
上
床
晃
代
　
遠
藤
伊
代
　
遠
藤

み
つ
よ
　
遠
藤
陽
子
　
大
川
典
子
　
大
倉
弘
子
　
大
島
庸
子
　
太

田
久
美
子
　
大
野
文
子
　
大
原
捷
子
　
大
室
千
里
　
大
類
浩
平
　

岡
田
基
子
　
小
川
健
治
　
荻
野
和
子
　
奥
山
亜
子
　
奥
山
チ
ヤ
子

　
オ
コ
サ
の
会
　
尾
崎
節
子
　
尾
崎
紘
之
　
尾
崎
靖
宣
　
音
楽
園

　
お
は
な
し
夢
ク
ラ
ブ
　
Ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ａ 

Ｈ
ｕ
ｌ
ａ 

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
　
小
柳

亜
樹
子
　
折
田
浩
一
　
カ
ー
レ
ッ
ト
　
海
江
田
紀
久
子
　
鹿
島
キ

チ
　
鹿
島
千
重
子
　
絈
野
美
千
代
　
カ
ッ
ト
サ
ロ
ン
ア
ベ
　
勝
間

田
清
美
　
加
藤
栄
子
　
加
藤
廣
治
　
加
藤
静
　
加
藤
規
子
　
加
藤

芙
美
子
　
加
藤
洋
子
　
金
指
真
美
　
金
澤
静
江
　
金
子
武
仁
　
上

沢
美
和
子
　
上
村
修
　
神
山
し
げ
子
　
亀
岡
紀
知
信
　
河
内
と
も

み
　
川
崎
雅
人
　
菊
池
和
彦
　
菊
地
裕
子
　
ギ
タ
ー
演
奏
に
よ
る

歌
の
会
　
北
島
美
恵
子
　
北
島
幸
雄
　
木
谷
教
子
　
北
村
三
枝
　

北
村
よ
し
こ
　
木
森
哲
　
具
嶋
郁
子
　
國
定
毅
　
久
保
田
摩
耶
子

　
久
保
紀
子
　
蔵
内
睦
子
　
栗
原
宏
子
　
黒
川
澄
子
　
黒
川
ト
ヨ

子
　
桑
原
侑
子
　
弦
間
ま
さ
　
小
池
昌
子
　
小
石
暁
子
　
小
出
晨

一
　
小
出
由
美
子
　
黄
美
華
　
石
澤
圭
子
　
小
久
保
桂
子
　
越
川

幸
子
　
小
島
恵
美
子
　
小
島
ユ
ミ
子
　
小
島
百
合
子
　
小
菅
よ
し

江
　
後
藤
祐
輝
　
小
林
幸
代
　
小
林
照
子
　
小
林
真
弓
　
小
林
道

子
　
小
林
わ
か
子
　
駒
ヶ
嶺
秦
秀
　
是
永
美
代
子
　
今
野
幸
子
　

斎
藤
孝
子
　
斎
藤
千
枝
子
　
酒
井
和
子
　
坂
本
越
子
　
坂
本
悌
治

　
佐
久
間
桂
子
　
佐
々
木
英
子
　
佐
治
美
枝
子
　
佐
藤
イ
ソ
　
佐

藤
公
子
　
佐
藤
千
鶴
子
　
佐
藤
な
か
子
　
佐
藤
初
江
　
佐
藤
秀
和

　
佐
藤
正
江
　
佐
野
田
鶴
子
　
椎
名
君
代
　
塩
澤
佳
津
子
　
重
田

文
子
　
設
楽
文
子
　
品
田
啓
子
　
芝
辻
義
治
　
島
津
た
か
子
　
清

水
智
子
　
清
水
文
枝
　
清
水
光
子
　
下
江
美
鈴
　
下
宏
子
　
白
石

淑
子
　
進
藤
サ
エ
子
　
進
藤
登
美
子
　
新
村
信
子
　
杉
本
節
子
　

鈴
木
暉
子
　
鈴
木
和
子
　
鈴
木
瞳
　
鈴
木
好
枝
　
鈴
木
好
子
　

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
　
す
み
れ
会
　
赤
十
字
奉
仕
団
　
瀬

戸
貞
子
　
浅
間
の
森
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
集
い
　
泉
笑
會
　
高
橋
恭
子

　
高
橋
チ
ヨ
子
　
髙
橋
ヤ
ヨ
イ
　
瀧
澤
千
登
勢
　
竹
内
由
美
子
　

武
野
純
子
　
田
島
み
よ
　
田
中
久
美
子
　
谷
野
み
よ
子
　
田
部
美

智
子
　
多
摩
ス
マ
イ
ル
吹
奏
楽
団
　
田
村
知
江
子
　
ダ
ン
ス
ス
タ

ジ
オ
ユ
ー
　
丹
野
由
紀
子
　
千
葉
よ
し
　
土
屋
と
き
枝
　
堤
明
　

椿
原
量
子
　
寺
町
律
子
　
戸
島
正
子
　
栃
谷
さ
き
　
富
田
秀
子
　

中
垣
春
代
　
長
島
敬
子
　
長
島
広
美
　
中
野
渡
と
み
子
　
中
村
孝

子
　
中
村
美
佐
江
　
中
村
恭
俊
　
中
山
伊
久
子
　
中
山
寿
美
　
中

山
康
　
那
須
雅
美
　
二
胡
と
ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち
　
西
野
侑
子
　

西
村
珠
美
　
二
宮
澄
子
　
根
岸
路
子
　
根
深
正
子
　
野
坂
昭
弘
　

能
登
す
み
子
　
P
a
l
m 

E
c
h
o
e
s
　
橋
場
昭
　
長
谷
川
和

子
　
長
谷
川
志
津
子
　
林
田
美
樹
　
早
矢
仕
房
男
　
原
田
君
枝
　

原
田
圀
彦
　
原
田
康
子
　
原
俊
江
　
樋
口
よ
し
子
　
肥
後
住
江
　

久
島
な
る
子
　
日
髙
千
敦
子
　
平
泉
順
子
　
平
岡
美
津
子
　
平
田

佳
子
　
平
松
ふ
じ
子
　
広
木
き
く
江
　
深
堀
紀
美
子
　
福
田
佐
代

子
　
福
田
ト
ミ
エ
　
藤
田
京
子
　
船
岡
栄
子
　
舟
見
三
佐
子
　
プ

リ
モ
・
ピ
ア
ッ
ト
　
古
園
絢
子
　
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
浅
間
　
保
坂

良
子
　
星
野
若
佐
　
細
木
南
美
　
堀
田
武
三
郎
　
堀
江
深
雪
　
孫

田
一
昭
　
政
所
優
季
　
町
田
知
行
　
松
下
朗
　
松
下
健
　
松
田
恵

子
　
松
実
宏
枝
　
丸
田
の
ぶ
子
　
三
坂
和
子
　
三
輪
孝
子
　
壬
生

み
つ
子
　
宮
崎
清
子
　
明
神
淑
恵
　
武
蔵
国
府
太
鼓
武
蔵
和
駒
　

村
井
明
美
　
村
井
福
子
　
村
岡
栄
美
子
　
村
野
豊
子
　
モ
ダ
ン
バ

レ
ー
ア
リ
ス
　
本
野
幸
子
　
百
瀬
洋
子
　
守
屋
貴
美
子
　
森
脇
敦

子
　
八
重
の
会
　
矢
崎
英
子
　
山
上
夏
南
衣
　
山
崎
キ
ヌ
子
　
山

田
一
丸
　
山
田
佳
津
江
　
山
田
ケ
イ
子
　
山
田
順
子
　
山
野
栄
治

　
山
本
恵
美
子
　
山
本
峯
子
　
山
森
貞
枝
　
鑓
溝
千
寿
子
　
ゆ
う

か
フ
ァ
ミ
リ
ー
　
ユ
ー
ロ
ク
リ
ア
・
バ
ン
ク
　
横
尾
美
知
子
　
横

山
純
子
　
吉
岡
　
秋
夫
　
吉
竹
佐
紀
　
吉
田
恒
雄
　
吉
田
陸
子
　

吉
本
栄
子
　
米
山
秀
子
　
る
り
ま
つ
り
の
会
　
朗
読
赤
十
字
奉
仕

団
　
ワ
イ
ピ
オ
ホ
ア
ロ
ア
　
若
葉
会
　
脇
山
令
子
　
和
田
風
雄
　

渡
辺
勇
　
渡
辺
一
恵
　
渡
邊
恵
子
　
渡
邉
弘
子
　
渡
辺
浩
美
　
渡

邉
房
子
　
渡
辺
守

（
２
０
１
８
年
３
月
～
２
０
１
８
年
５
月
）

一
般
財
団
法
人
明
治
神
宮
崇
敬
会
　
大
沢
良
三
　
株
式
会
社
K
C
J
G
R
O
U
P
　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
あ
き
る
野
　
鈴
木
千
秋
　
セ

カ
ン
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
　
津
守
秀
祐
輝
　
テ
レ
ビ
朝
日
福
祉
文
化
事
業
団
　
東
京
ガ
ス
　
東
京
善
意
銀
行
　
東
京
都
蒟
蒻
協
同
組

合
　
ピ
ー
プ
ル
株
式
会
社
商
品
企
画
部
　
廣
池
利
邦
　
母
子
寡
婦
ち
ど
り
会
　
明
治
神
宮
崇
敬
会
府
中
支
部
婦
人
部
　
石
川
二
三
代
　
渡

邉
シ
ヅ
子�

（
２
０
１
８
年
３
月
～
２
０
１
８
年
５
月
）

～
編
集
委
員
も
休
日
の
過
ご
し
方
で
、

自
己
紹
介
い
た
し
ま
す
～

古紙配合率100％再生紙を使用しています

介護に関するご相談は

無料ダイヤルで！

季刊しんあい106 号

10

　

・泉苑
老後支援 24 時 間

・あさひ苑
福祉にっこり24時間

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

御
寄
贈
・
御
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）


